
在宅医療支援システム研究会次第 

 

日時 平成２８年３月２９（火） 

１８時３０分～ 

場所 介護老人保健施設くろかみ 研修室 

                    

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 報告・紹介事項 

 

（１）認知症ケアパス研修会等ついて 

 

（２）その他 

 

 

４ 協議（意見交換）事項 

 

（１）Ｚ連携の利用拡大について 

 

（２）テレビ電話会議の利用について 

 

（３）その他 

 

 

５ その他 

 

 

次回開催日 

平成  年  月  日（  ） 



テレビ会議システム実証状況 

実証期間  
平成２７年１２月～平成２８年３月 
新見市在宅医療連携拠点まんさく 



テレビ会議システム 実証運用実績 

日付 会議名 場所 

12月 18日 リハ会議 くろかみ⇔日南町 

1月 
5日 Z連携説明会 くろかみ⇔神代 

19日 リハ会議 くろかみ⇔金谷 

2月 

5日 Z連携訪問説明会 くろかみ建屋内 

17日 Z連携説明会 くろかみ⇔事務所 

18日 リハ会議 くろかみ⇔正田 

23日 担当者会議 自宅⇔神代 

25日 リハ会議 くろかみ⇔千屋 

26日 リハ会議 くろかみ⇔油野 

3月 

15日 リハ会議 くろかみ⇔哲西 

16日 リハ会議 くろかみ⇔唐松 

17日 退院調整 市内病院⇔上市 

23日 担当者会議 倉敷施設⇔自宅 

24日 退院調整 高梁市病院⇔神郷 

※テスト等は除く  

写真① 
写真② 
写真③ 



①市内病院退院調整会議 
場所：市内病院会議室                場所：車中（神郷） 
参加者：ケアマネ・家族・病院関係者         参加者：福祉用具 
  
                                                



②担当者会議 
場所 ：倉敷市の特養 会議室       場所 ：市内自宅 
参加者：ケアマネ・施設相談員       参加者：家族・福祉用具 
                          
                          



③高梁市の病院退院調整会議 
場所：高梁市の病院会議室               場所：車中（哲西） 
参加者：ケアマネ・訪看・病院関係者        参加者：福祉用具 
  
                                                



良かった点（１） 

• 本来参加出来ないはずの時間・場所での会
議に参加出来、対面に近い形での情報共有
が出来る。とても便利。（福祉用具） 

• 機械は苦手だったが、メールからすぐに会議
室に入れるので簡単だった。（ケアマネ） 

• 計画書を見ることも出来、会議の内容がよく
わかった。（福祉用具） 
 
 
 
 



良かった点（２） 

• 病院で使っている車イスを映してもらうことで、
種類が分かり、退院後の福祉用具選定に役
立った。（福祉用具） 

• 病院内の回線を使うのは難しいが、持参の回
線を使用されたので、院内の調整もスムーズ
に出来た。（市外病院） 

• 離れていても、こんなことが出来るなんて…便
利ですね。いつも行くのは大変なので、行け
ない時は使ってほしい。（家族） 

 
 
 



悪かった点 

• 紙を動かすときのカサカサ音がよく入る。聞き
取れないことはないが少しうるさい。（リハ職） 
 

• ipadのカメラが、近くに座っていても離れてい

るように見えるため、全体を移すのが難しい。
（ケアマネ） 
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